基本的考え方
　歯科領域で用いる医薬品には、一般歯科でも使用する医療用医薬品と局所麻酔薬をはじめとする歯科領域専用のものがある。この外に毒物・劇的（フッ化水素酸、亜硝酸ナトリウム、塩酸、過酸化水素水など）の外、更に歯科材料も存在する。歯科領域における医薬品の安全を確保するには、こうした歯科特有の実状に鑑み、必要に応じた医薬品使用の手順を設け、管理に十分注意を払うことが必要である。

　重要である。

また、医薬品の使用に際しては、十分な問診を行い、患者の既往歴、アレルギー歴、使用医薬品、副作用歴等を把握し、必要に応じて他の医療機関・薬局等と連携を図り、安全性を確保することが重要である。さらに、麻酔薬や消毒薬等の使用や、医薬品や歯科材料を同一箇所に同時に用いる場合の併用への注意はもちろん、手抜や処置に用いる医薬品の腐食性についても留意する必要がある。

１．医薬品等の管理

（１）医薬品棚の配置

◎薬品の転倒、落下の防止対策

・ユニットテーブル・ワゴン上に置いた薬瓶は、転倒・落下しないよう固定のためのトレーに置く

（２）毒薬・劇薬

・劇薬（容器又は被包に白地に赤枠赤字で商品名と劇の表示）、毒薬（黒地に白枠白字、毒の表記）を取り扱う場合は、麻薬及び向精神薬取締法、薬事法等の関係法規を遵守する
・定期的に医薬品管理簿により在庫数の確認をする

・盗難・紛失防止のため、診療後の診療室は厳重に施錠する
（３）特に安全管理が必要な医薬品（要注意薬）

◎他の医薬品と区別した管理

・注意喚起のため注意と朱書し、配置場所を一般の医薬品と区別し、取り間違いを防止を図る

（４）品質管理

◎有効期間・使用期限の管理

・定期的に有効期間･使用期限を確認する→医薬品管理簿による
・有効期間・使用期限の短い医薬品から先に使用する

◎医薬品・薬物・歯科材料ごとの保管条件の確認・管理

・医薬品の保管は冷暗所を基本とするが、添付文書に従う

・保管場所ごとに湿度管理・温度管理をする

（５）在庫管理

・医薬品管理簿を基に在庫状況を明確にする

（６）処置薬（消毒液を含む）

◎定期的な有効期間・使用期限の管理

・開封したら、開封日を記載する

◎開封後の保管法

・変質、汚染等の防止対策、定期的な交換、継ぎ足しの禁止等（例オキシドール・Ｊ）
◎処置用医薬品等の小分け用薬瓶への充填・補充間違いの防止対策

・補充する場合は、複数人より確認する

・定期的に薬瓶は煮沸消毒と交換を行う
・定期的に薬瓶は内容物ごとに色分けし、医薬品名を正確に表記してラベリングをする

２．医薬品・薬物・歯科材料の使用に当っての確認等
◎患者情報の収集・管理

・患者の他科受診、病歴（高血圧性疾患、虚血性心疾患、不整脈、心不全、喘息、慢性気管支炎、糖尿病、甲状腺機能障害、副腎皮質機能不全、脳血管障害、てんかん、甲状腺　機能亢進症、自律神経失調症等）の有無を必ず問診する
・妊娠・授乳の有無を確認する

・問診・確認した内容は、遅滞なく診療録等へ記録する
◎服用（使用）している医薬品等の確認

・抗凝固作用のある医薬品（例：ワーファリン、パナルジン等）の医薬品の使用の有無を確認する

・血糖降下作用のある医薬品（例：トルブタミド、インスリン製剤等）の服用（使用）の有無を確認する

・免疫抑制剤や抗がん剤などの医薬品の服用の有無を確認する

・口腔内に症状の現れる医薬品（例：抗てんかん薬等）の服用の有無を確認する

・医薬品に関連した副作用歴・アレルギー歴の有無など（特に局所麻酔薬、抗菌薬、歯科特有の使用材料（金属・合成樹脂等）を確認する

・他科で使用されている医薬品、使用中の一般用医薬品などの有無を確認する

・必要に応じて他の医療機関への問い合わせを行う

◎患者情報の活用
・他科を受診中の場合はなるべく医薬品の服用状況を情報提供書で確認する

３．処方
◎必要事項の正確な記載
・患者氏名、性別、年齢、医薬品名、剤形、規格単位、分量、用法、用量等を正確に記載する

・名称類似等に注意し判読しやすい文字で記載する
・処方変更時に歯科医師がコンピュータ印字を手書きで修正する場合、2本線で抹消し訂正してそこに押印する

◎単位等の記載方法の統一

・内服、頓服、外用各々の記載方法に従う

（例）①内服　バラシリン　(250㎎１錠)3T×3日　食後服用

　　　②頓服　ボルタレン　(25㎎１錠)×6回分
　　　③外用　口腔用ケナログ（0.1％1g）2g/適時塗布×1

・mgとml、mlと単位、gとバイアル等間違わないよう留意して記載する

・散剤、水剤、注射剤の処方時は濃度（％）まで記載する

・散剤を主薬量（成分量）で記載する場合はその旨を明記する

４．服薬指導
・薬剤の実物を患者に示しながら下記の事項について説明する

①薬効、用法・用量及び飲み忘れた場合の対処方法等

②注意すべき副作用の初期症状及び発見時の対処法
③その他服用に当たっての留意点(注意すべき他の医薬品や食物との相互作用、保管方法等)

④緊急時の連絡先

◎医薬品情報の提供

・薬剤情報提供書をなるべく発行する

・老人手帳を有する者には、院内処方を手帳に記載する

　

５．局所麻酔薬の使用

◎類似名称医薬品・規格・濃度の確認

・同一名称医薬品(例：キシロカイン)の複数規格、記号違い等
◎局所麻酔薬の使用

・十分な問診(既往歴、当日の体調)と全身状態の評価を事前に行う

・適切な薬剤を選択し、使用量は必要最小限を心がける（原則最大5.4ml）

・局所の組織損傷、神経損傷等の局所的偶発症の予防に努める一方、事前に患者へ十分説明する

◎麻酔偶発症及び全身状態悪化等への対応

・救急用医薬品を常備する

・酸素(酸素吸入用)を常備する(予備のボンベも常備)

・使用後は十分な経過観察を行う

・偶発症が発現した時、他の医療機関への応援依頼、搬送を早い時期に検討する（緊急を要する時は１１９番）

６消毒薬の使用

◎消毒薬の種類、濃度及び使用方法の確認
・希釈間違いの防止
・適用禁忌の確認

・適用外用の防止

◎手指用消毒薬及び器具用消毒薬（防錆剤入り）の誤用防止

◎消毒薬を扱う場合の注意事項

・患者の口腔粘膜、目、顔面や衣服等への滴下防止に努める

・患者の口腔粘膜、目、顔面や衣服等に誤って滴下させた場合の対応方法を確認しておく（例）サホライド：『J』をつける⇒『定着液』をつける
⇒アルコール綿で拭く

７歯垢染色剤、フッ化物の使用

◎歯垢染色剤、フッ化物を扱う場合の注意事項

・皮膚や目、患者の衣服等への滴下防止に努める

・皮膚や目、患者の衣服等に誤って滴下させた場合は速やかに、払拭、洗眼、ふき取り等を行う

８他施設との連携
（１）情報の提供

◎医薬品情報の提供

・他医療機関を受診する場合は、使用している医薬品の名称、用法、用量などを情報提供する

（２）他施設からの問い合わせ等に関する体制整備

◎他医療機関及び薬局等への問い合わせ

・問い合わせは必ず所定の文書で行う
・問い合わせ・回答の文書は必ず保管し、カルテに記録する

◎他医療機関及び薬局からの問い合わせ

・問い合わせがあった場合は、速やかに文書で回答する

・問い合わせ・回答内容等はカルテに記録する

（３）医薬品使用による患者容態急変時のための他の医療機関との連携

・麻酔によるショック発生等、当院での対応が不可能と判断された場合、遅滞なく戸田中央病院・今井病院への応援を求める（緊急時は１１９番）

９在宅患者への医薬品使用

（１）医薬品の適正使用のための剤形、用法、調剤方法の選択

◎剤形の検討を選択
・患者の状態を考慮し、服用（使用）しやすい剤形を選択する

◎用法の検討と選択

・患者の生活環境（食事・排泄・移動など）を踏まえて用法（使用法）を決定する

◎調剤方法の検討と選択

・一包化、粉砕、簡易懸濁法の可否など患者特性を踏まえて調剤方法を検討する

（２）患者居宅における医薬品の使用と管理

◎かかりつけ医との連携

・必ずかかりつけ医に連絡・相談する

◎医薬品の管理者及び保管状況の確認

・患者の管理能力を考慮し、必要な時は管理者を選定する

・冷所保存、遮光保存等の適正な保管・管理法を本人あるいは管理者に指導する
◎副作用及び相互作用等の確認

・副作用の初期症状の観察を介護者にしっかり依頼する

・他科受診、一般用医薬品を含む使用医薬品等を確認する

◎連携する医療職・介護職が閲覧できる記録の作成

・投薬状況を必ず記録簿に記載する

（３）在宅患者または介護者への服薬指導

・患者の理解度に応じた指導を行う

（例）服薬カレンダー、点字シール等の活用

・服薬の介助を行っている介護者へ、服用上の注意事項、保管・管理上の留意事項、服用後の症状の変化に対する注意等を確実に行う　

１０．医薬品情報の収集・管理・提供

（１）医薬品情報の収集・管理

◎医薬品等安全性関連情報・添付文書・インタビューフォーム等の収集・管理

・外箱や添付文書は、薬品の使用を終了するまでは保管する

・添付文書集等は定期的に更新する

（２）医薬品情報の提供

◎緊急安全性情報等の提供

・医薬品の最新情報を常にするように努め、それを全職員に周知する

◎新規採用医薬品に関する情報提供

・名称、成分名、適応症、用法、用量、相互作用、副作用、禁忌、配合禁忌、使用上の注意、保管、管理上の注意、安全上の対策の必要性等を速やかに全職員に周知する

◎製薬企業からの情報

・製薬企業の自主回収及び行政からの回収指令、販売中止、包装変更等があった場合は、速やかに全職員に周知する
１１．医薬品に関連する事故発生時の対応

・医薬品に関する事故が起こった場合は、速やかに具体的かつ正確な事故情報を収集する

・職員が事故を発見した場合は、速やかに院長へ報告する

・医薬品に関する事故が起こった場合は、速やかに患者・家族へ症状・対処法・予後などを具体的に説明する

・麻酔によるショック発生等、当院のみでの対応が不可能と判断された場合、マニュアルに従い、遅滞なく他の医療機関への応援を求める

１２．教育・研修

（１）職員に対する教育・研修の実施

◎医療安全、医薬品・薬物・歯科材料に関する事故防止対策、特に安全管理が必要な医薬　品（要注意薬）などに関する教育、研修の実施

・年二回程度職員対象の研修会を開催する

・歯科医師会などの講習会・研修会へなるべく参加する

・有益な文献、書籍の抄読等による自己研修に努める
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